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Abstract
In Study 1, the degrees of penetration and familiarity of false belief on neuroscience, especially brain imaging, among students were 
surveyed using a questionnaire technique. A total number of 485 students from medical school, school of nurse sciences, school of 
psychology, and school of informatics were given 20 items and they were requested to evaluate authenticity of the items and familiar-
ity was rated. The results suggested that as familiarity increased, the tendency for participants to regard the item was correct. In Study 2, 
the question whether false belief on neuroscience can be modified by a usual class lecture was examined. Degrees of the authenticity 
evaluation and the familiarity of false information between student groups who took the class of neuropsychology and who did not 
take the class were compared. Results showed a significant difference in many items between the two groups and suggested a possi-
bility of modifiability even by a class lecture.
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国立大学情報系学部の学生（N = 112）、公立大学医学部（N 
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①右脳を鍛えると創造性が育つ 75.9 ％ 3.08（1.15）
②MRI、CTスキャンは脳内の血流量を測定できる。 42.9 ％ 2.06（1.11）
③脳トレで前頭葉を訓練すると高齢になってもボケない。 54.7 ％ 2.89（1.20）
④MRIや PETなどの脳画像で、人間の知能レベルが測定できる。 14.3 ％ 1.71（0.91）
⑤ fMRIや PETなどの脳画像で人格的に正常者か異常者か判別できる。 22.9 ％ 1.68（0.94）
⑥ fMRI、PETの診断により正確に脳腫瘍を診断できる。 74.2 ％ 2.36（1.13）
⑦胎児や赤ちゃんにモーツアルト音楽を聴かせると知能が高くなる。 55.9 ％ 3.12（1.29）
⑧脳内の血流量を測定することで，潜在的な人格障害を判定できる。 20.3 ％ 1.62（0.87）
⑨ fMRI、PETの診断により正確に認知症の始まりが診断できる。 32.4 ％ 1.77（0.93）
⑩脳内の血流量を測定することで，超感覚の存在が科学的にも証明された。 17.1 ％ 1.44（0.76）
⑪脳内の血流量を測定することで、左脳ききと右脳ききがいることが分かった。 48.4 ％ 1.83（1.05）
⑫人間は脳の 10％しか使っていない。 52.8 ％ 2.92（1.34）
⑬意識下メッセージで脳内血流量を変化させると購買促進ができる。 41.9 ％ 1.78（1.10）
⑭特別な装置があれば、睡眠中に外国語を学ぶことができる。 38.8 ％ 2.14（1.21）
⑮脳内の血流量を測定することで、正確に嘘を見ぬける。 50.1 ％ 2.36（1.18）
⑯脳を損傷すると神経細胞は再生しないので機能は回復しない。 48.8 ％ 2.78（1.16）
⑰ TVゲームや携帯ゲームなどのやり過ぎは凶悪犯罪を生む。 53.0 ％ 3.28（1.27）
⑱速読訓練は脳を鍛える。 87.6 ％ 3.21（1.16）
⑲人間には左脳タイプと右脳タイプがある。 89.5 ％ 3.55（1.22）




















































項目 教育あり 教育なし 　
①MRI、CTスキャンは脳内の血流量を測定できる。 3.17 2.48 t (249) = 4.08, p < .01
②脳トレで前頭葉を訓練すると高齢になってもボケない。 2.24 3.03 t (161.56) = -5.61, p < .01
③MRIや PETなどの脳画像で、人間の知能レベルが測定
　できる。
1.59 1.92 t (216.48) = -2.58
④ fMRI、PETの診断により正確に脳腫瘍を診断できる。 2.91 3.33 t (219.28) = -2.87, p < .01
⑤胎児や赤ちゃんにモーツアルト音楽を聴かせると知能が
　高くなる。
2.06 2.91 t (305) = -5.79, p < .01
⑥脳内の血流量を測定することで，潜在的な人格障害を判
　定できる。
1.76 2.10 t (210) = -2.47
⑦ fMRI、PETの診断により正確に認知症の始まりが診断
　できる。
2.14 2.61 t (210) = -3.03, p < .01
⑧脳内の血流量を測定することで，超感覚の存在が科学的
　にも証明された。
1.91 2.14 t (202) = -1.57
⑨人間は脳の 10 ％しか使っていない。 2.56 2.92 t (244) = -2.14
⑩意識下メッセージで脳内血流量を変化させると購買促進
　ができる。
2.57 2.50 t (188.71) = .46
⑪特別な装置があれば、睡眠中に外国語を学ぶことができ
　る。
1.96 2.27 t (241) = -1.81
⑫脳内の血流量を測定することで、正確に嘘を見ぬける。 2.57 2.79 t (249) = -1.41
⑬脳を損傷すると神経細胞は再生しないので機能は回復し
　ない。
1.74 2.88 t (237.65) = -7.44, p < .01
⑭知的能力は脳の大きさによって決まる。 1.54 2.09 t (261.7) = -4.43, p < .01
⑮人間には左脳タイプと右脳タイプがある。 3.27 3.82 t (312) = -3.96, p < .01
表 2：正しさに関する教育効果
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項目 教育あり 教育なし 　
①MRI、CTスキャンは脳内の血流量を測定できる。 2.90 2.49 t (248) = 2.75, p < .01
②脳トレで前頭葉を訓練すると高齢になってもボケない。 2.99 2.80 t (304) = 1.53
③MRIや PETなどの脳画像で、人間の知能レベルが測定
　できる。
2.82 2.14 t (217) = 4.30, p < .01
④ fMRI、PETの診断により正確に脳腫瘍を診断できる。 2.72 2.63 t (231.32) = .597
⑤胎児や赤ちゃんにモーツアルト音楽を聴かせると知能が
　高くなる。
2.89 2.78 t (303) = .803
⑥脳内の血流量を測定することで，潜在的な人格障害を判
　定できる。
2.43 2.07 t (214) = 2.44
⑦ fMRI、PETの診断により正確に認知症の始まりが診断
　できる。
2.41 2.24 t (212) = 1.11
⑧脳内の血流量を測定することで，超感覚の存在が科学的
　にも証明された。
2.17 2.00 t (204) = 1.03
⑨人間は脳の 10 ％しか使っていない。 2.54 2.69 t (243) = -.944
⑩意識下メッセージで脳内血流量を変化させると購買促進
　ができる。
2.28 2.01 t (196) = 1.77
⑪特別な装置があれば、睡眠中に外国語を学ぶことができ
　る。
2.51 2.29 t (245) = 1.38
⑫脳内の血流量を測定することで、正確に嘘を見ぬける。 2.81 2.63 t (246) = 1.19
⑬脳を損傷すると神経細胞は再生しないので機能は回復し
　ない。
3.20 2.83 t (269) = 2.34
⑭知的能力は脳の大きさによって決まる。 3.22 2.69 t (287) = 3.28, p < .01
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4 MRIや PETなどの脳画像で、人間の知能レベルが測定できる。 はい　・　いいえ







12 人間は脳の 10 ％しか使っていない。 はい　・　いいえ
13 意識下メッセージで脳内血流量を変化させると購買促進ができる。 はい　・　いいえ
14 特別な装置があれば、睡眠中に外国語を学ぶことができる。 はい　・　いいえ
15 脳内の血流量を測定することで、正確に嘘を見ぬける。 はい　・　いいえ
16 脳を損傷すると神経細胞は再生しないので機能は回復しない。 はい　・　いいえ
17 TVゲームや携帯ゲームなどのやり過ぎは凶悪犯罪を生む。 はい　・　いいえ
18 速読訓練は脳を鍛える。 はい　・　いいえ
19 男性と女性では異なる脳をもつ。 はい　・　いいえ
20 人間には左脳タイプと右脳タイプがある。 はい　・　いいえ
21 知的能力は脳の大きさによって決まる。 はい　・　いいえ
付録 1
研究 1で使用した使用した質問項目一覧
